
 公 安 委 員 会 説 明 資 料 
令 和 ７ 年 ７ 月 1 6 日 
刑事部組織犯罪対策課 

 

 

新潟県暴力団排除条例施行規則等の一部改正について 

改正する規則 

１ 新潟県暴力団排除条例施行規則（平成23年新潟県公安委員会規則

第11号）※以下「施行規則」という｡ 

２ 新潟県公安委員会の事務の専決に関する規則（昭和49年公安委員

会規則第１号）※以下「専決規則」という。 

改正の目的 

本年３月に新潟県暴力団排除条例の一部が改正され、同年８月１日

に施行されることに伴い、改正条例の運用に必要な事項を定めるため、

施行規則及び専決規則の一部を改正する。 

施行規則の 

主な改正内容 

１ 立入検査を行う警察職員の身分を示す証明書（第５条の２） 

改正条例で新たに規定した立入検査に関し、検査時に呈示する警

察職員の身分証明書の様式を規定 

２ 命令の方法（第10条） 

  改正条例で新たに規定した中止命令・再発防止命令の命令書の様

式を規定 

３ 弁明の機会の付与（第11条） 

命令を行う場合における相手方への弁明の機会の付与に関し、そ

の通知方法、書面による弁明の方法、それらに使用する書類の様式

等を規定 

４ 弁明に当たっての証拠書類等の提出等（第12条） 

  弁明に当たり、相手方から証拠書類等の提出を受けた場合の書類

作成手続について規定 

５ 口頭による弁明（第13条） 

  弁明を口頭で行う場合における弁明の録取要領について規定 

６ 口頭による弁明の日時等の変更（第14条） 

  やむを得ない場合における弁明の日時・場所の変更手続について

規定 

専決規則の 

主な改正内容 

前記施行規則の改正点に係る以下の事務を本部長専決とする。 

１ 施行規則第12条関係～弁明時の証拠書類等の受理に関する事務 

２ 施行規則第14条関係～弁明の日時等の変更に関する事務 

施行日 令和７年８月１日 

参考事項 
条例改正及び施行規則改正に伴い、「新潟県暴力団排除条例事務取扱

要綱の制定について（例規通達）」についても、関連項目の一部改正を
実施予定である。 
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公 安 委 員 会 説 明 資 料 
令和７年７月１６日 
警 務 部 監 察 官 室 

 
令和７年度第１四半期（４月～６月）の監察実施結果について 

 

項 目 内     容 

実施結果 

１ 総合監察 

  第１四半期における実施署なし 

２ 随時監察 

(1) 実施数 87 か所 

警察署７か所、本部執行隊４か所、交番等 37 か所、駐在所 38 か所 

警察学校 1 か所 

 (2) 指導事項（現場において口頭指導） 

  ア 厳正な規律の保持・基本の徹底について 14 件 

  イ 庁舎管理・環境整理について ７件 

  ウ 情報管理について 22 件 

  エ 拳銃・無線機の保管管理について ８件 

(3) 改善を求めた事項 

 厳正な規律の保持・基本の徹底について １件 
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公 安 委 員 会 説 明 資 料 

令 和 ７ 年 ７ 月 1 6 日 

生活安全部生活安全企画課 
 

新潟県防犯ＣＳＲ推進フォーラムの開催について 

 
趣 旨 ・ 目 的 

 

企業が主体的かつ積極的に防犯活動を行うことで、その企業の従業員

・顧客・取引相手・周辺住民等の利害関係者の安全性が高まり、安心感

の醸成につながることから、県内企業の活動事例発表や有識者による講

演等を内容としたフォーラムを開催し、企業による防犯活動の活性化を

図るもの。 

開  催  日  時 令和７年７月 28日(月) 午後２時から午後４時 10分まで 

開  催  場  所 新潟ユニゾンプラザ 大研修室 （定員 100名） 

主     催 新潟県警察、(公社)新潟県防犯協会 

フ ォ ー ラ ム 
 
 

の  内  容 

【第１部】 

○ 開会 

 ・ 挨拶 

新潟県防犯協会理事長（新潟県加茂市長） 

新潟県警察本部 生活安全部長 

・ 情勢説明 

    新潟県警察本部 生活安全部 

生活安全企画課 安全安心推進室長 

【第２部】 

○ 活動報告（発表時間各企業 10分） 

 １ 株式会社 大光銀行（長岡市） 

 ２ ダイニチ工業（新潟市南区） 

 ３ 株式会社北越ケーズ（新潟市中央区） 

【第３部】 

 ○ 基調講演 

  ・ 演題：「防犯ＣＳＲのススメ」 

  ・ 講師：全国防犯ＣＳＲ推進会議 運営委員 

       加藤電機株式会社 代表取締役社長 加藤 学 氏 

【第４部】 

 ○ 閉会 

  ・ 挨拶 

    新潟県警察本部 生活安全部 生活安全企画課長 

参  加  者 
県内企業関係者、企業経営者、地域防犯ボランティア、学生防犯ボラン

ティア、県防犯協会関係者、警察関係者など 

そ の 他 
本フォーラムは、公益財団法人全国防犯協会連合会の助成金活用事業で

す。 
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公 安 委 員 会 説 明 資 料 

令 和 ７ 年 ７ 月 1 6 日 

生活安全部サイバー犯罪対策課 

 

 

国際オペレーション「Cronos
ク ロ ノ ス

」への貢献について 

 

項  目 内        容 

国際オペレーション

「Cronos」の概要 

国際オペレーション「Cronos（クロノス）」は、パソコン内

のデータを暗号化し、身代金を要求するランサムウェア攻撃

の主要な犯行グループ「LockBit（ロックビット）」の摘発を

目的に、欧州刑事警察機構（ユーロポール）主導で、我が国を

含む 12 ヵ国が参加して実施された国際共同捜査である。 

本県における捜査状況 

令和４年７月、「LockBit」によるランサムウェア攻撃によ

り、県内製造業Ａ社の業務データが暗号化されて使用できな

くなり、業務活動の一部が停止したほか、個人情報等が外部に

流出する深刻な重大サイバー事案を認知した。 

本県警察サイバー犯罪対策課では、所要の捜査を推進した

上で、同社の協力の下、サーバの通信記録等を解析し不審な接

続先情報を複数特定して、外国捜査機関に提供した。 

国際オペレーション

「Cronos」の成果 

当県警察等からの情報提供に基づく国際共同捜査を推進

し、令和６年２月、「LockBit」関連被疑者を関係国が逮捕す

るとともに、同グループが使用していたサーバ等の機能を停

止させた。 

同年５月には、「LockBit」に関与したロシア国籍の男性を

起訴し、欧州刑事警察機構主導で世界的な広報がなされ、日本

警察を含む外国捜査機関等の国際協力が言及された。 

備    考 
 同被疑者検挙等に貢献した業績が評価され、令和７年６月、

警察庁サイバー警察局長賞を授与された。 
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〔令和７年数値は暫定値〕
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公 安 委 員 会 説 明 資 料

ストーカー・ＤＶ事案及び児童虐待事案の対応状況について(令和７年６月末)

生 活 安 全 部人 身安 全対 策課
令 和 7 年 7 月 16 日

第１ ストーカー事案の概況

○ 認知件数は276件（前年同期比-36件、-11.5%）

○ 口頭指導は98件（前年同期比+７件、+7.7%）

○ 警告は１件（前年同期比±０件）

○ 禁止命令は17件（前年同期比-14件、-45.2%）

○ 禁止命令の延長処分は１件（前年同期比±０件）

○ 検挙は16件で、うち８件はストーカー規制法違反（前年同期比-21件、-72.4%）

第２ ＤＶ事案の概況

○ 認知件数は606件（前年同期比-45件、-6.9%）

○ 保護命令違反の検挙は０件（前年同期比-１件）

保護命令違反以外の刑法犯等の検挙は86件（前年同期比-31件、-26.5%）

○ 口頭指導は442件（前年同期比-９件、-2.0%）

R2 R3 R4 R5 R6 R6.6 R7.6

認知 571 488 403 435 505 312 276

口頭指導 229 181 124 176 197 91 98

警告 3 5 3 2 3 1 1

禁止命令 23 47 32 41 52 31 17

延長処分 5 3 4 1 3 1 1

検挙 37 64 59 70 76 43 16

(+7.7%)

(-14.5%)

(-17.4%)

(+7.9%)
(+16.1%)

(-11.5%)
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第３ 児童虐待事案の概況

R2 R3 R4 R5 R6 R6.6 R7.6

通告児童数 1155 1306 1554 1750 1648 801 802

検挙件数 39 36 16 40 44 16 29

(+10.3%)

(+13.1%)

(+19%)

(+12.6%)
(-5.8%)

(+0.1%)
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○ 通告児童数は802人(前年同期比＋1人、＋0.1%)

心理的虐待が497人(62.0%)を占め、うち287人(57.7%)が面前ＤＶ

身柄付き通告が29人(前年同期比－12人、－29.3%)

○ 事件検挙は29件（前年同期比＋13件、＋81.3%)



公安委員会説明資料 

令 和 ７ 年 ７ 月 1 6 日 

地 域 部 地 域 課 

 

 

    長岡まつり大花火大会警備の実施について 

花火大会概要 

１ 日時 

  令和７年８月２日（土）、３日（日） 

  両日とも午後７時 20分から午後９時 15分までの打上げ 

２ 会場 

  長岡市内信濃川河川敷 

  Ａ会場（信濃川右岸、長岡駅側）、Ｂ会場（信濃川左岸、長岡イン

ター側） 

３ 有料観覧客数 

  令和６年 34万 1,000人 

令和５年 29万 5,000人 

警備基本方針 
１ 観覧客の安全確保及び雑踏事故防止 

２ 交通渋滞の緩和及び交通事故防止 

警備上の対策 

１ 雑踏対策 

 (1) 混雑状況の把握 

 (2) 広報による観覧客の整理誘導 

 (3) フリーエリア対策 

 (4) 転落事故防止対策 

 (5) 滞留対策 

２ 交通対策 

 (1) 交通規制対策 

 (2) 路上駐車対策 

前回からの変更点 

１ 土、日開催に伴う観覧客数の増加 

２ 外国人観覧客対策 

 (1) 現場広報に通訳警察官を活用し日本語、英語、北京語で実施 

(2) 警察サインカーの広報内容を日本語と英語で表示 

(3) 長岡駅ペデストリアンデッキ（歩行者専用高架橋）及びまちかど

フェニックスビジョン（大手通りに設置されている電光掲示板）の

案内表示を日本語と英語で表示 
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公 安 委 員 会 説 明 資 料 

令 和 ７ 年 ７ 月 1 6 日 

刑事部国際・薬物銃器対策課 

 

「にいがた薬物乱用封じコメ活動」委嘱式の実施について 

 

項    目 内    容 

活動経緯 

 若年層での大麻乱用が増加していることや、大麻を含む違法薬物

への誤った知識が広まっていることを受け、「にいがた薬物乱用封

じコメ活動」と題し、新潟市の産・官・学の薬物関係機関が協働し

て広報活動を行うもの（昨年に引き続き２年目の活動）。 

参加機関 

１ 新潟県警察本部  刑事部  国際・薬物銃器対策課 

２ 学校法人新潟科学技術学園 新潟薬科大学 

３ 一般社団法人  新潟市薬剤師会 

委嘱式開催 

予定日・場所 

委嘱対象者 

令和７年８月８日（金曜日） 

新潟市秋葉区東島 265 番地１ 新潟薬科大学 

新潟薬科大学大学生８名 

活動内容 

上記委嘱対象者が主体となり、以下の活動を実施し、各機関がサ

ポートする。 
１  制作活動 

学生用「薬物乱用防止ボードゲーム（双六）」を制作する。 

２ 広報活動 

(1) イベント・文化祭等での広報活動 

秋頃までに上記ボードゲームを完成させ、新潟県警察・薬剤 
師会によるショッピングモール等での PR イベント及び高校の 
文化祭等において同ボードゲームを用いるなどして本活動を PR 
する。 

(2) 報道機関を通じた広報活動 

上記委嘱式は事前に報道発表し、上記「薬物乱用防止ボード

ゲーム」を活用した広報活動も随時報道発表等する。 

(3) 制作品の公開 

制作した「薬物乱用防止ボードゲーム」については、大学ホ 
ームページにおいてダウンロードができるようにする予定であ

る。 

参考事項 

昨年は、本活動において 

１ 薬物乱用防止カルタ 

２ 薬物乱用防止動画 

を制作し、報道発表実施済み。 
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●県内(６月中) (累計) ●全国死者数(累計)

○　令和７年６月中の死亡事故発生状況

死 者 数 の
年 別 推 移

公 安 委 員 会 説 明 資 料
令 和 ７ 年 ７ 月 16 日
交 通 部 交 通 企 画 課

令和７年６月末現在の交通事故発生概況等について

交 通 事 故
発 生 状 況
( 速 報 値 )

月 別
発 生 件 数
死 者 数
( 速 報 値 )

令 和 ７ 年
６ 月 中 の
死 亡 事 故
発 生 状 況

参 考

●　上半期（１～６月）の交通事故の特徴

Ｒ６ Ｒ７
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年間死者数 各年６月末現在

56.7%

全国

死者数 1,161
高齢者 658
構成率

-21

+9

+1.8p

-1.8%

+1.4%

対前年比
増減数 増減率

-13 -28.3%重傷者 33

+5 +166.7%死者数 8

増減数 増減率

発生件数 192 ±0 ±0.0%

対前年比
県内

高齢者 6 +5 +500.0%

負傷者数 210 -22 -9.5%

構成率 75.0% +41.7p

構成率 15.7% -4.1p

-21 -8.2%

1,317
重傷者 235

負傷者数 -146 -10.0%

死者数 24

1,153

県内

高齢者 15 -6 -28.6%

構成率 62.5%

-20.0%

-7.5p

-6

増減数

-130 -10.1%

増減率
対前年比

構成率 17.8% +0.3p

発生件数

月日 曜日 時間 発生地 路 線 事故概要

6月2日 月 13:18 妙高市 国道 27歳男性運転の準中型車が路外逸脱し、橋梁下に転落。

6月2日 月 14:05 阿賀野市 市道 75歳男性運転の軽乗用車が電柱に衝突。

6月2日 月 9:00 魚沼市
河川堤防

道路 85歳男性運転のミニカーが路外逸脱し、側溝に転落。

6月6日 金 17:21 糸魚川市 国道 55歳男性運転の普通乗用車が50歳男性運転の大型貨物車と衝突。

6月10日 火 9:25 村上市 市道 84歳女性運転の普通乗用車が路外逸脱し、川に転落。

6月10日 火 9:52 南魚沼市 国道 70歳男性運転の軽貨物車が道路を横断中の85歳男性歩行者と衝突。

6月12日 木 8:06 糸魚川市 市道 72歳男性運転の軽乗用車が道路を横断中の81歳男性歩行者と衝突。

6月20日 金 0:37 五泉市 市道 70歳男性運転の軽乗用車が83歳女性歩行者に衝突。

※死者はゴシック体太字、網掛けは高齢者

○ 死者数・重傷者数の状況

重傷者数

256人

重傷者数

235人

死者数30人
死者数24人

・ 本年の上半期の交通事故死者数は24人で、前年と比べ６人減少

し、重傷者数は235人と21人減少した。

○ 当事者別死者数・重傷者数

・ 死者数は、高齢者事故、歩行者事故が大幅に減少し、重傷者数は、こども事故、自転車事故が大幅に減少した。
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高齢者事故 こども事故 歩行者事故 自転車事故 高齢運転者事故
前年比 増減率 前年比 増減率 前年比 増減率 前年比 増減率 前年比 増減率

死 者 数 15 -6 -28.6% 0 0 - 7 -6 -46.2% 0 0 - 9 -2 -18.2%

重傷者数 100 -7 -6.5% 8 -12 -60.0% 82 -17 -17.2% 21 -19 -47.5% 76 -4 -5.0%
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●　下半期（７～12月）の交通事故の特徴（令和２年から令和６年までの過去５年累計）

参 考

・ 自転車等に対する交通反則通告制度の適用を見据え、交通ルールの周知徹底と街頭指導の

強化を目的として、交通機動隊機動支援係５名を「サイクルポリス」に指定し、各種広報啓

発活動を推進した。

・ 高齢者の安全確保のため、年金支給日を「シニア安全強化日」とし、生活安全部門と協働

し、交通事故防止と特殊詐欺等被害防止広報を実施した。(２月14日(金)、４月15日(火)、

６月13日(金))

○ 上半期の主な取組

○ 当事者別死者数・重傷者数

※ かっこ内は増減率

・ 当事者別死者数・重傷者数では､下半期にかけて高齢者事故、歩行者事故、自転車事故、

高齢運転者事故が増加する傾向にある。

○ 今後の取組（予定）

・ 夏の交通事故防止運動（７月22日（火）～７月31日（木））

・ 秋の全国交通安全運動（９月21日（日）～９月30日（火））

・ 高齢者交通事故防止運動（10月１日（水）～31日（金））

・ 冬の交通事故防止運動（12月11日（木）～20日（土））

・ シニア安全強化日（８月15日（金）、10月15日（水）、12月15日（月））

○ 高齢者事故、歩行者事故、自転車事故、高齢運転者事故の月別死者数・重傷者数（下半期）

・ 自転車事故の死者数は９月が最多となって

いる。重傷者数は10月が最多となっているが、

その他の月は、ほぼ横ばいに推移している。

・ 高齢者事故の死者数、重傷数は８月から増

加し、死者数は10月が最多で、重傷者数は12

月が最多となっている。(７月の2.5倍)

・ 歩行者事故の死者数は８月から増加し、12月

が最多で、重傷者数は９月から増加し12月が最

多となっている。(７月の3.5倍)

・ 高齢運転者事故の死者数は８月から増加し、

10月が最多で､重傷者数は８月から増加し､12

月が最多となっている。(７月の1.9倍)
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【自転車事故】

死者数 重傷者数

高齢者事故 846人
（＋21.4%）

高齢者事故

697人

こども事故 55人(－1.8%)

こども事故 56人

歩行者事故 484人
（＋1.3%）

歩行者事故

478人

自転車事故

349人
（＋36.3%）

自転車事故

256人

高齢運転者事故 594人
(＋28.3%)

高齢運転車事故

463人

下半期

上半期



控 え 室

記 念 撮 影

初任科第395期（長期課程）　　　男性警察官７名

新潟地方検察庁検事正
新潟県警察友の会会長
新潟県警友会連合会会長

公安委員、本部長
警務部長、警備部長、江南署長、教養課長
学校長以下教職員、在校生

卒業生御家族の御列席　あり

御来賓・御家族は平服での御列席を依頼

警察官は礼服(夏礼服)、礼帽、白手袋

警察官は略礼装(夏服)、制帽、白手袋

来賓等～校長室　　　御家族～会議室

場所～講堂

対象者～公安委員　本部長　警務部長
　　　　警備部長　江南署長　教養課長
　　　　学校長　教職員　卒業生

１　開式の辞
２　国歌斉唱
３　卒業証書授与
４　本部長賞授与
５　学校長賞授与
６　辞令交付
７　学校長式辞
８　本部長訓示
９　公安委員告辞

10　来賓祝辞
　（検事正）
11　来賓紹介
　（友の会、警友会）
12　卒業生答辞
13　新潟県警察歌斉唱
14　閉式の辞
15　卒業生退場

御 来 賓

部内関係者

教 職 員 等

公安委員会説明資料
令 和 7 年 7 月 16 日
警 察 学 校

服
装

御
列
席
予
定

対 象 学 生

御 来 賓
（ 予 定 ）

部内関係者

御 家 族

式 次 第

初任科第395期生（長期課程）卒業式の実施について

日 時 令和７年７月25日（金）　午前10時挙行（午前11時頃終了予定）

場 所 警察学校　講堂
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